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図１　ピンオンディスク摩擦摩耗試験方法

図２　摩耗量の比較

表１　表面処理条件

研究の内容研究の内容

図３　摩耗痕の形状測定結果

アルミニウム合金の耐摩耗性を改善するため、各種表面処理
の検討を行いました。

アルミニウム合金に①複合化、②めっき、③溶射の３種類の処理を行い
摩擦摩耗試験を行いました。
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→複合材は摩耗しないだけでなく、相手材への攻撃性も低い

複合化がアルミニウム合金の耐摩耗性改善には最も効果的であることがわかりました。
軽量化、小型化に有利なアルミニウム合金の耐磨耗部品への適用が期待されます。
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